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様式第３号(第１２条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称  平成２９年度第４回吉川市介護福祉推進協議会 

開 催 日 時 平成３０年２月７日（水） 
午後７時から 

午後７時４０分まで 

開 催 場 所  吉川市保健センター診察室 

出席委員(者 )氏名 
飯田大輔委員、相羽直人委員、戸張英男委員、中里繁守委

員、村岡礼子委員、浅見文男委員 

欠席委員(者 )氏名 
堀田聰子委員、川尻詠子委員、酒井一男委員、近江谷キヌ

子委員 

担当課職員職氏名 

健康長寿部   部長          鈴木 昇 

長寿支援課   課長          櫻井 敬雄 

 課長補佐兼高齢福祉係長 大瀧 和寛 

課長補佐兼介護給付係長 石塚 晶則 

介護認定係長      中村 久美 

高齢福祉係主査     木村 みのり 

会議次第と会議の 

公開又は非公開の別 

（１） 第７期吉川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（素案）に

ついて 

（２） その他 

非公開の理由(会議を

非 公 開 に し た 場 合 ) 
  

傍 聴 者 の 数 ０名 

会 議 資 料 の 名 称 

平成２９年度第４回吉川市介護福祉推進協議会次第 

第７期吉川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（素案） 

よしかわ地域包括ケア計画（第７期高齢者福祉計画・介護保

険事業計画）（素案）に対するご意見の内容とそれに対する

市の考え方 

会議録の作成方法 

 □録音機器を使用した全文記録 

 □録音機器を使用した要点記録 

 ■要点記録 

会議録確認指定者  浅見文男委員 村岡礼子委員 

その他の必要事項  なし 
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審議内容(発言者、発言内容、審議経過、決定事項等) 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

飯田副会長 

 

 

事務局 

 

 

飯田副会長 

 

 

 

 

 

 

飯田副会長 

 

 

事務局 

 

飯田副会長 

 

 

相羽委員 

 

 

事務局 

 

１ 開 会 

 

只今から平成２９年度４回吉川市介護福祉推進協議会を開催します。

出席人数は１０名中６名の委員が出席、過半数に達していますので、議

会の成立をご報告申し上げます。飯田副会長からご挨拶をお願いいたし

ます。 

 

 皆様お疲れ様です。私が本日代理で司会進行を務めますので、よろし

くお願いします。  

 

 ここからの司会進行を飯田副会長にお願いします。よろしくお願いい

たします。 

 

 （傍聴許可の説明、議事録署名に浅見文男委員と村岡礼子委員の２

名を決定） 

 

２ 議 事 

(1) 第７期吉川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（素案）について 

 

 議事に入ります。第７期吉川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画

（素案）の説明を事務局からお願いします。 

 

 （計画案の説明） 

 

計画案７５ページ以降の説明がありました。皆さん、追加で説明を求

めたいところはありますか。 

 

今までも見込みの数値を出していたと思いますが、３期頃のお話で６

期、７期ぐらいまで見通していたよりも増加や見込み通りがあれば。 

 

第６期につきましては、新しく特養がオープンすることがありまし

た。老健施設でも空き状況があり、それが埋まってくる見込などがあり
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相羽委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

飯田副会長 

 

相羽委員 

 

 

事務局 

 

 

相羽委員 

 

事務局 

 

 

飯田副会長 

 

事務局 

 

飯田副会長 

 

ましたので、比較的給付費としては多めにみていました。最終的な結果

として、そこから給付が伸びなかった面があったと考えています。結果

としてそれが基金に算で示されて、今回の第７期への活用ということに

なっています。その状況を踏まえて第７期では、国から示された見込み

方がありますが、地域の実情を踏まえて見込を立てました。 

 

国の基準は印象としてちょっと厳しめですか。その数式通りという

か。 

 

ルールとしては、第６期の伸び率をそのまま伸ばしていくとトータル

になるのが基本です。割りと小さな自治体では、あまり利用のないサー

ビス等で利用者数の増減があるとその影響が大きく出てしまいます。そ

ういったところを、訪問介助やショートステイを少しカウントしていま

す。 

 

その他いかがでしょうか。 

 

要支援の方のサービスが総合事業にいきましたと話がありました。総

合事業のお金の出所は何でしょうか。 

 

こちらにつきましては、保険料や国、県、市の負担割合は、地域支援

事業へ移行しても同じです。財源的なところはこれまでと同様です。 

 

全体の支出が増えてしまうのですか。 

 

支出の方が増えていくと、それに見合うだけの収入も伸びるというこ

とで、保険料などの部分についても増えていきます。 

 

吉川市は財政安定化基金を使ったことはないですか。 

 

第２期のときに１０万円借りました。 

 

すると今は、ある程度財政安定化基金は積み上がっているということ

ですか。 
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事務局 

 

 

 

飯田副会長 

 

 

事務局 

 

飯田副会長 

 

 

事務局 

 

 

飯田副会長 

 

事務局 

 

 

 

飯田副会長 

 

 

事務局 

 

飯田副会長 

 

 

 

事務局 

 

飯田副会長 

 

そうですね。基金へ入れていまして、今の見込みでは６億ちょっと数

千万円くらいの算になりそうで、そのうち６億円を第７期で活用してい

く考えです。 

 

計画の方で見込んでいたサービスが、こちらの見込量に反映されてい

るものはありますか。 

 

特にその部分は把握していません。 

 

介護保険料の４,８４４円は、周辺の自治体と比較するとどんな感じ

ですか。 

 

今お互いに情報交換しています。だいたい近隣では４,７００円から

４,９００円代になりそうなところが多いと伺っています。 

 

５,０００円を超えているところも結構多いような印象があります。 

 

近隣では一自治体が５,０００円を超えてきそうだと伺っています

が、比較的この辺のエリアは全国的にみると低い方になろうかと思いま

す。 

 

他いかがでしょうか。数値のところは大丈夫でしょうか。では続きま

してパブリックコメントについて説明をお願いします。 

 

（パブリックコメントについて説明） 

 

パブリックコメントとその考えについて説明がありましたが、いかが

でしょうか。意見１に「品質性精神障害」とあるのは、「器質性精神障

害」の間違いですか。 

 

たぶん間違いです。 

 

これは計画の方を見直すのは、今の２点でよろしいですか。 
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事務局 

 

 

飯田副会長 

 

 

相羽委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

飯田副会長 

 

 

 

事務局 

 

飯田副会長 

 

 

事務局 

 

戸張委員 

 

 

村岡委員 

 

 

 

はい。それ以外については、今の計画の書かれている内容をある程度

読み込むことができるので、大きく修正は加えておりません。 

 

結構丁寧なご意見を市民からいただきました。それに乗っかって何か

あれば。 

 

ＮＰＯでも地域包括をやってみたいという動きがあったので素晴らし

いと思います。今でもこの人数で第三包括もあること自体、余裕もって

作っていると話がありましたので、これ以上つくるのもちょっと大変な

気がしますが。今後の人口の増え具合によるかなと思います。今のとこ

ろＮＰＯ法人でも、地域包括の担い手となり得る法律的な縛りはないで

すか。 

 

特にＮＰＯ法人が駄目ということはないです。企画書を揃えるなどで

きるようであれば、あとの選択肢も追加で考えています。 

 

計画見直しのところは、概ね委員会では了承されたものとしてよろし

いでしょうか。全体を通して、修正やいただいたご意見も含めていかが

ですか。 

 

（欠席委員からの意見を報告） 

 

追加で主張しておきたい点などがありましたら。今日が最後になりま

すか。 

 

計画としてはここで最後です。 

 

パブコメに対しても回答したかたちになっていますので、よろしいか

と思います。 

 

ケアマネの役割としてのところで、地域の資源を作るとありますが、

そういうのはどこで作っていけばいいですか。私たちが集まっているの

は地域包括が主催する会議で、そこで当事者の方と一緒に会議の設置や



6 

 

 

 

 

中里委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

相羽委員 

 

 

 

 

 

飯田副会長 

 

 

浅見委員 

 

 

 

 

飯田副会長 

 

 

ケアプランのことなども話していますが、新しい何かを作っていく意見

を言う場所ではなく、今後その役割を求められるので、その場ができる

といいなと思います。 

 

この７期の計画は、現時点では認知症などの問題も、今抱えている問

題や社会的な問題がこれから出てくる可能性があるので、目標に社会福

祉的な計画をもって協議会を設定していくと書いてありますが、そのよ

うにやっていくのですか。介護の協議会を流れに合わせて修正しながら

進行していくことはありますか。 

 

この計画についても３年ごとに見直します。そのタイミングを捉えな

がら全体の見直しをします。第７期計画を作りまして、来年度以降につ

いてもこの計画の通りに進捗しているかどうかの確認、状況が変化して

新たな取り組みの必要性も出てくると思います。それらの点について、

来年度以降も数回の会議を開き、皆様方からのご意見を頂戴できればと

考えています。 

 

今後何かアイデアがあればやっていきたいと思います。地域の理想像

もワンセンテンスでスッキリして良かったです。自分で考える立場も大

事と思います。地域密着サービスで地域巡回が伸びていくと見込んであ

るので、ありがたいと思います。小規模多機能も是非どなたかが再チャ

レンジで事業をやっていただければ、絶対必要なサービスと思います。 

 

他にいかがでしょうか。介護保険料が４,８４４円ともありました

が。 

 

計画に対して開きがあるようなら、修正しながらでやっていければと

いうことで、我々高齢者としては計画の予算でタイアップしながら手伝

えるくらいのことしか考えていません。これがいい悪いは、忖度しかな

いところもあるので、ご了承していただきたいと思います。 

 

計画案４ページにありますように、地域福祉計画等と連携した計画の

推進体制を作っていただければ、他の市町村との差も生まれてくると思

います。計画策定にあたって、市役所の職員が街を歩きヒアリングもし
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飯田副会長 

 

事務局 

 

飯田副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

たのがこの実施体制で有効に活きてくると、なお面白いかと思います。

５４ページに、これも他の市町村に無いような取り組みが重点テーマと

して示され書いてあります。それらを具体的にどうやっていくのかを策

定後に問われてくると思いますので、期待しています。市民のご意見へ

の返答もそのかたちでよろしいでしょうか。 

 

 (2)その他 

 

その他で何かありますか。 

 

（今後の予定等について説明） 

 

このような計画は整合されるとその後見なくなることが多いので、是

非委員の皆さんにはずっとこれをモニタリングして、実践されているか

どうかチェックすることも大事と思います。パブリックコメントにもあ

りましたが、農業との連携で返答の仕方として農政担当部局と連携して

いくと答えもありますが、是非福祉関係部局にとどまらず商工経済や農

政など他部局と連携しながら推進体制が図れると、より豊かな自治体に

なるかと考えていますので期待したいと思います。他に委員の皆さんか

ら何かありますか。これを実施していくことが重要ですので、市役所に

丸投げせず皆さんでいい方向に実施していきたいと思います。引き継ぎ

ご協力をよろしくお願いします。無いようですので、これを持ちまして

司会進行を事務局にお返しします。 

 

３ その他 

 

４ 閉 会 

 

今年度最後の会議です。本当に１年間大変ありがとうございました。

計画ができても実行することが非常に大切であり、私たちも計画策定に

あたって、手探りで今後をどうするか考えていくこともあります。是非

皆様からのご意見や、事業実施にあたってご協力いただけると大変あり

がたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。それではた

だいまを持ちまして、本日の会議を終了します。大変ありがとうござい
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ました。 

 

（了） 

 以上、会議の内容に相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

   平成３０年２月１４日 

 

署名委員 浅見文男   署名委員 村岡礼子 

 


